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早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い3

早稲田

・学部間スライド
→この後に紹介します

・論述問題
→５０ー２００まで学部によって異なる

・時事問題
→最新時事を確認しておこう



早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い4

学部間スライド（例）
大問 2/1５（法） 2/1９（教育） 2/２１（商）

2020

Ⅰ

Ⅱ 国会・議員

Ⅲ 市場競争 政治・情報公開

Ⅳ 情報化と決済

２０１９

Ⅰ 国会・内閣

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ 市場原理



早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い5

明治

・学部間スライド

・学部系統問題
→法学部⇒法律関係の出題 など

・時事問題
→最新時事を確認しておこう



早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い6

青山学院

・日本国憲法条文の空欄補充問題が頻出
→同志社大学の問題を見ておこう

・時事問題
→最新問題を確認しておこう



早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い7

中央

・日本国憲法条文の空欄補充問題が頻出
→同志社大学の問題を見ておこう

・経済学説と経済理論が頻出
→イノベーション（技術革新）＝シュンペーター など



早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い8

法政

・同一年度スライド
→この後に紹介します

・時事問題
→最新時事を確認しておこう



早稲田＋GMARCHの傾向分析と狙い9

同一年度スライド（例）

大問 2/13 2/14 2/15 2/17 2/18 2/19

2020

Ⅰ 司法権 国会

Ⅱ 選挙 司法権

Ⅲ 国会 選挙



２０２０年度の概評と２０２１年度入試10

２０２０年度入試

→難易度は例年通り（関西・関東とも）

→問題の傾向変更などはない

→関西圏と似通った出題が目立った



２０２０年度の概評と２０２１年度入試11

２０２１年度入試

→難易度は少し難解傾向（関関同立）

→情報化社会・環境についての出題

→関西圏と似通った出題が狙われる



２０２０年度の概評と２０２１年度入試12

A. グローバル（ボーダレス）

２０２１年度入試より



２０２０年度の概評と２０２１年度入試13

★ポイント★
字数指定を解答に活かそう！



今年度の関関同立（「不易と流行」）14

不易とは何か・・・
→時代を通じて変わらないこと

流行とは何か・・・
→（一時的に）持て囃され、世間に広まること



今年度の関関同立（「不易と流行」）15

・日本国憲法の条文中空欄補充問題
例）「日本国民は、健康で文化的・・・」

・普遍の内容（原理や重要語句）
例）多数決原理や自己資本比率

・過去５年より前の出来事（条約など）
例）プラザ合意やワシントン条約

不易



今年度の関関同立（「不易と流行」）16

・環境問題について
例）持続可能な開発目標（SDGs)

・改正された法令について
例）改正民法と改正公職選挙法

・新しい人権について
例）忘れられる権利や反論権

流行



今年度入試対策（狙い目と時事解説）17

★パリ協定（２０１５年 COP21）
京都議定書 パリ協定

対象国・地域 ３８カ国（先進国のみ） １９６カ国（途上国含む）

全体の目標
先進国は

２００８〜2012年の間に
１９９０年比で約５％削減

産業革命前からの気温
上昇を２℃未満に抑え、
１.5℃未満に向けて努力

長期目標 なし 今世紀後半に温室効果
ガスの排出量実質ゼロ

各国削減目標 各国政府間で交渉し決定
削減目標・報告等を

義務化
目標は各国が設定

目標達成義務 あり（罰則あり） なし



今年度入試対策（狙い目と時事解説）18

★持続可能な開発目標（SDGs）
→Sustainable Development Goals

cf）ゴール１の第１ターゲット
→２０３０年までに「１.25ドル/日未満

で生活する人々（国際貧困ライン）」
の極度の貧困をあらゆる場所で
終わらせる。



今年度入試対策（狙い目と時事解説）19

★持続可能な開発目標（SDGs）
→Sustainable Development Goals

国際機関・民間企業・市民社会・研究者など
多様な関係主体が連携する
「マルチステークホルダー・パートナーシップ」
の重要性が強調されている。



今年度入試対策（狙い目と時事解説）20

★フェイクニュース
→メディアに流れる虚偽情報

cf）ファクトチェック
→内容が本当かどうかを点検すること
→点検者のことを「ファクトチェッカー」

と呼ぶ。



今年度入試対策（狙い目と時事解説）21

★２０１９年参議院議員通常選挙
→48.8％の投票率は過去ワースト２
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今年度入試対策（狙い目と時事解説）22

★Gゼロ
→核の拡散を抑制する究極の力を持つ

国が存在しないということ

cf）イアン・ブレマー（アメリカ政治学者）
→２０１１年に「Gゼロ」概念を提唱
「核戦力は究極の防御力を持つ」と指摘



論述問題対策（予想問題）23

①アクセス権とは何か。50字以上70字以内で
記入せよ。

②クーリング・オフ制度について、50字以上70字
以内で記入せよ。

③統治行為論について、具体例を挙げた上で
８0字以上100字以内で記入せよ。



論述問題対策（予想問題）24

④タックス・ヘイブンについて以下の３つの語彙を
用い、80字以上１００字以内で記入せよ。

→語彙：企業・租税・バハマ

⑤なぜ携帯電話料金の値下げが実施されるのか。
完全競争という観点から、１００字以上１５０字以内で
記入せよ。

⑥コロナ禍でのGoToトラベルキャンペーンには功罪
がある。その理由を地域間格差の観点から
1０0字以上１５０字以内で記入せよ。



論述問題対策（予想問題）25

⑦アメリカでは、なぜ選挙人団制度が取られているの
か。その理由を１５０字以上２００字以内で記入せよ。

⑧電力自由化は、なぜ実施されたのか。３つの目的を
明らかにして、１５０字以上２００字以内で記入せよ。

⑨グラミン銀行にみるマイクロクレジットが高い返済率
を実現したのはなぜか。具体的内容と創設者を
明らかにして、１５０字以上２００字以内で記入せよ。



最後に26

皆さんの合格を祈っています🌸

出て欲しくない範囲を復習しましょう！
→「ニガテ克服」こそが

勝負の分かれ目に！

あとは、やれることをやりきるのみ。


